














































































































































































図 3　脚本 1 図 4　脚本 2

























































































































































































2  1989（平成元）年度改訂では、第 5 学年の鑑賞教材として、1998（平成10）年度改訂版からは、3,4 年生の鑑
賞教材に取り上げられている。中学校では、1958（昭和33）年度改訂版から、第 1 学年から第 3 学年まで全
学年で学習することになっている。
3  2017（平成29）年度改訂版では、第 3　指導計画の作成と内容の取扱い
 2 　第 2 の内容の取扱いについては、次の事項に配慮するものとするの中に、
 （3）我が国は郷土の音楽の指導に当たっては、そのよさなどを感じ取って表現したり鑑賞したりできるよ
う、音源や楽譜等の示し方、伴奏の仕方、曲に合った歌い方や楽器の演奏の仕方などの指導方法を工夫
すること。
 　　　上記の一項が加わった。郷土の音楽教材として取り上げた曲を、児童が具体的なイメージをもって表
現したり鑑賞したりできるような指導上の工夫は明示されるようになった。
4  本来は雄獅子が正しい（青渭獅子保存会進藤重孝氏による）とのことであるが、後述の脚本に大獅子と書か
れているので、本稿ではそれに従って大獅子と表記する。
5  城山小学校での授業実践は、2003（平成15）年度から2005（平成17）年度にかけて行われ、その研究報告
は、「地域に伝わる伝統音楽・伝統芸能を取り入れた小学校での授業の創造」として2003（平成17）年11月、
城山小学校で公開研究発表会が行われた（音楽鑑賞教育振興会助成研究発表）。誌上発表は、『教育ジャーナ
ル』（2006　3 月号、学研）に「郷土を愛し郷土に誇りを持つ子どもに育てたい」、「伝統芸能を通し地域を学
ぶ授業づくりの試み」として掲載された。
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